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②2 日目（2019 年 5 月 22 日（水）） 
g Plenary Session 
◆John Otiz, Director, Product Stewardship, HP Inc. “Your Strategy role in accelerating 
the Circular Economy” 

HP Inc.の John Otiz からは、HP Inc.が取り組ん
でいるサーキュラーエコノミーの取組について紹介

された。John Otiz は、まず現在のペースで人口増加
が進むと、2050 年には地球 2.3 個分の資源が必要に
なる試算に触れ、サーキュラーエコノミーに取り組

む重要性を強調した。また、海洋プラスチックごみ

の問題が世界的課題になっていることを受けて、HP 
Inc.では、海洋プラスチックごみを HP 製品に再利
用する活動を行っており、合計 250 トン、1 日約 100 万個のプラスチックボトルをリサイ
クルする目標を掲げていると述べた。 

HP Inc.では、マテリアルリカバリーと再使用、再使用とリファービッシュメント、ソリ
ューションサービスの提供、メインテナンスと機器のアップグレードの 4 つの取組を柱と
したサーキュラーエコノミーモデルを作成した。これらは、製品のライフサイクル全体を

さらに包括的な視点から捉え、製品の資源循環、つまりサーキュラーエコノミーの実現に

つながるものと考えている。さらに、このサーキュラーエコノミーの実現をより活性化さ

せる取組として、3D プリンターを活用した取組を推進しているという。それは、スペアパ
ーツの製作に 3D プリンターの活用を検討するということである。製品設計の変更は部品
製造にも大きな影響があり、ビジネス的な観点からもある程度過去に生産された製品のス

ペア部品を作り続けることは困難である。そこで、3D プリンターを活用することで、需要
が少ないスペア部品を必要ときにだけ製造することでき、様々なコストの最小化ができる

と考えていると述べた。さらに、HP Inc.では顧客が自ら修理等を行えるようカスタマーサ
ポートの充実やマニュアルの公開、分解に関する情報、スペア部品の入手性に関する情報

等の提供にも注力しているという。 
 環境ラベルについては、エネルギーだけといった単一指標のみのラベルではなく、複数

の側面を考慮したマルチクライテリアの環境ラベル、さらには国際的に有効と思われる環

境ラベルを優先して取得している。EPEAT をはじめ、欧州ではブルーエンジェル、TCO 
Certified の取得を進めているほか、サプライチェーンの情報プラットフォームである
EcoVadis にも参加していると語った。 
  
◆ Ekrem Dimbiloglu, Strategic Sourcing Manager, Delta Air Lines “UNIFORM 
UPCYCLE & OUR SUSTAINABILITY JOURNEY” 
デルタ航空で資源戦略マネージャーを務める Ekrem Dimbiloglu からは、デルタ航空が
取り組んでいる持続可能な取組とその代表例である制服・作業服のアップサイクルの取組

について発表があった。デルタ航空は、アメリカジョージア州アトランタをメインハブと
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する航空会社で、年間約 1 億 8,000 万人が利用する
という。航空機自体は全長 40～70m というサイズ
であり、実施できる取組にも制限があるものの、小

さな取組であっても継続し、積み重ねることで大き

な影響を与えることができると考えていると

Ekrem Dimbiloglu は語った。 
続いて、デルタ航空のサステナビリティ戦略につ

いて紹介した。デルタ航空では、サステナビリティ

が企業成長や収益性の向上をも実現するものであると位置付けていると強調し、航空産業

が抱えるネガティブな環境影響の軽減、デルタ航空が関わるコミュニティや従業員の生産

性向上に貢献するものであると話した。このサステナビリティ戦略は、カーボンフットプ

リントの削減、リサイクルによる廃棄物削減、顧客及び従業員の参画の 3 つの柱から形成
されている。アメリカの航空会社においては、炭素排出量について 2012 年レベルを基準
としているのはデルタ航空だけであり、また最新鋭機器の導入による燃料使用量の削減等、

積極的な活動を進めていると語った。 
次に、本発表のテーマの一つである制服・作業着のアップサイクルプロジェクトについ

て紹介した。2018 年 5 月 29 日、約 64,000 人のデルタ航空職員が新しい制服・作業服に
切り替えることに伴い、100 万着以上の古い制服等が役目を終えることになったことから、
プロジェクトを開始したという。まず、これらの古い制服等を単純埋め立て処理しないよ

うデルタ航空の 90 都市以上にある事業者に回収ボックスを設置し、約 350,000 ポンド（約
15 万 8,757kg）の制服等を回収することができた。主なアップサイクルは、デルタのパー
トナーである Looptworks 社によって行われ、従業員がどのようなアイテムに変わってく
れると嬉しいか等のフィードバックを集め、トートバックやバックパックといったカバン

をはじめ財布やカードケース、コースターなどに生まれ変わったと具体例を紹介した。さ

らには、これらアップサイクルされたものを一般向けにも販売することでサステナビリテ

ィの実現に貢献していると語った。 
 

 
◆Scott Hamlin, Founder/CEO, Looptworks “USE ONLY WHAT ALREADY EXISS” 
 続いて、デルタ航空の制服・作業着アップサイク

ルプロジェクトのパートナーである Looptworks 社
の創業者兼 CEO の Scott Hamlin から、自社の取組
について発表があった。まず、Scott Hamlin は
Looptworks 社の設立背景に触れ、約 15%～30%の原
材料が使用されず廃棄されていることと、このよう

なプレコンシューマー材料がポストコンシューマー

材料の 70 倍以上あると言われていることに驚き、こ
れらのプレコンシューマー及びポストコンシューマー材料を価値ある製品に再利用するこ
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とを目指し、会社を立ち上げたと述べた。Looptworks 社は 10 年前にポートランドで設立
し、非営利団体 B Lab が運営する認証制度で、環境、社会に配慮した事業活動の実施等の
基準を満たした企業に対して与えられる Certified B Corporation を取得しているという。 
次に、自社が取り組む事業について紹介した。缶のリサイクルは、缶から缶にリサイク

ルできることから循環型システムの好例と言えるが、他の素材では同様のリサイクルを実

現することは容易ではなく、Looptworks 社では繊維から繊維へのリサイクルといった高
度なリサイクルに挑戦していると述べた。主な顧客は、サプライチェーンにおける製品製

造プロセスにおいて余剰資源が発生する製造事業者や、製造事業者ではないものの企業理

念やミッションを具現化することでマーケティングやプロモーションへの活用を目指す企

業が多いとのこと。 
そして、先ほど発表が行われたデルタ航空とのプロジェクトを実例として紹介した。本

プロジェクトでは、最初の 2 年目までデルタ航空が抱えるニーズや課題を把握するため定
期的なコミュニケーションを取り、次の 8 カ月をかけてデルタ航空での意思決定や業者選
定、契約等の法的整備を行った。そしてリサイクル製品の設計・開発やパートナー企業へ

の周知等を 7 カ月の期間に実施し、13 種類の製品が生まれ、数千以上の製品が販売され
た。また、トラック 4 台分の資源がダウンサイクルに回り、住宅の断熱材等に活用された
ことも付け加えられた。   
 最後に、Scott Hamlin は調達担当者は様々な仕組みを変化させる力を持っており、持続
可能な社会の実現に向けて大きな役割を担っていると述べ、自らが主催しているワークシ

ョップへの参加を呼び掛けた。 
 
h Innovation Accelerator 

22 日の Innovation Accelerator では、20 の円卓が設置され、25 分間のグループディス
カッションが 2 回行われた。 

  
22 日の Innovation Accelerator の様子 

 
◆Shelley Zimmer, HP Inc.   
Sustainable Procurement of Printing Supplies: 10 Guidelines 

HP Inc.が作成し、調達担当者に提供している「プリントカートリッジの持続可能な調達
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ガイド6（図●-●-●）」について紹介された。参加者の多くは調達担当者であったことから、
モデレーターの Shelley Zimmer はプリントカートリッジを調達する際に考慮する要件事
項について全員に尋ね、それらの回答を配布したガイドラインに列挙してある項目に照ら

し合わせながら、プリントカートリッジの調達の際に考慮すべき観点等について解説した。

本ガイドラインは、ピクトグラムを用いて観点を整理しているとともに、10 の観点が考慮
すべき観点と考慮が望ましい観点の 2 つに分類され、それぞれの観点の考慮理由とサプラ
イヤーに提案する具体的な要求事項がまとめられている内容となっている。 
考慮すべき観点として、有害物質の放散と回収リサイクルシステムの有無の 2 点を設定
しており、これらの要件をカバーしている EPEAT 認定製品の調達を推奨している。また、
連邦政府においても EPEAT 認定製品を優先的に調達するよう規定されていることからも、
EPEAT を調達要件の一つとすることを Shelley Zimmer は推奨した。そして、以下の 8 項
目が考慮が望ましい観点として整理されている。SDS の提出、リサイクル材料の使用、ラ
イフサイクルの考慮、企業の持続可能な取組、カートリッジ機能及び代替品情報、環境マ

ネジメントシステムの有無、印刷可能枚数、品質及び信頼性。なお、環境ラベルについて

はブルーエンジェルや EPEAT などの国際的に有効な環境ラベルを優先して取得してると
述べるとともに、SDS はすべて HP Inc.のウェブサイト7で公開されていることを付け加え

た。そして、最後に本ガイドラインの活用を呼び掛けて、紹介を終えた。 

  
図●-●-●. プリントカートリッジの持続可能な調達ガイド 

 
◆Karen Hamilton, King County, Washington 
Building a Living Resource: Online Sustainable Purchasing Guide 
                                                   
6 URL: http://www8.hp.com/h20195/v2/GetPDF.aspx/4AA7-4241ENUC.pdf (英語 ) 
7 URL: https://www8.hp.com/us/en/hp-information/environment/msds-specs.html (英語 ) 
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 ワシントン州キング郡（郡庁所在地シアトル）の Karen Hamilton から、同郡が作成し
た「オンライン持続可能な調達ガイド8（図●-●-●）」が紹介された。昨年、2 年程度を要
し改定した調達方針に伴い、本オンラインガイドを作成したという。キング郡においても

日々多くの調達が行われており、本オンラインガイドを活用することで、調達担当者がよ

り容易かつ効率的に持続可能な調達を実施できることを目指している。このオンラインガ

イドは、品目ごとに持続可能な調達のための情報がまとめられており、調達担当者が容易

に調達方針によって求められた製品を調達しやすいよう、環境ラベルの活用を推進してお

り、品目ごとに参考とする環境ラベルが紹介されている。 
 また、調達の透明性を高めるため、すべての調達契約が一覧できるよう情報を整理し、

公開するシステムを構築した（図●-●-●）。契約先や契約期間、契約元部門、契約方法等
の情報が一覧できるようになっており、毎週月曜日に更新される仕組みになっている。作

成にあたって同郡の IT 部門に相談したところ、コストと作業負荷の観点から難色を示さ
れたため、Airtable というクラウドソフトを使用し、Karen Hamilton のチームが自らデ
ザイン・作成したことが説明され、自治体が課題として抱える縦割り組織の対応事例とし

て他の公共調達担当者から多くの関心を集めていた。なお、組織内部の意思決定を取り付

けるため、透明性の高い持続可能な調達を実施することは、社会貢献につながるだけでな

く、最終的に市民の生活に還元されることであることを骨子に説明を行っていったと語っ

た。 

 
図●-●-●. オンライン持続可能な調達ガイド 

 

図●-●-●. 調達契約一覧システム 

                                                   
8 URL: https://www.kingcounty.gov/depts/finance-business-operations/procurement/for-

government/environmental-purchasing/Purchasing_Guide.aspx (英語 ) 


